
平成™™年Ÿ月™日 月曜日 (号外第˜�˜号)官 報
解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
開
催
の
社
員

総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
二
年
七

月
二
十
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら

除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
八
月
二
日

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
北
二
丁
目
一
番
一
〇
号
ア

ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｔ
Ｍ
棟
一
一

階
木
金
館

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
れ
あ
い
工
房

清
算
人

酒
井

治
夫

社
債
権
者
集
会
招
集
公
告

当
社
は
、
当
社
第
一
回
転
換
社
債
型
新
株
予
約
権
付
社

債
（
以
下
「
本
社
債
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
社
債
権
者
集
会
を
招
集
し
ま
す
の
で
、
会
社
法
第
七
二

〇
条
第
四
項
に
基
づ
き
公
告
し
ま
す
。

一

社
債
権
者
集
会
の
日
時

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
五
日

午
前
十
時

二

社
債
権
者
集
会
の
開
催
場
所

福
岡
県
み
や
ま
市
高
田
町
上
楠
田
一
五
一
九
番
地
二

当
社

本
社
会
議
室

三

社
債
権
者
集
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
（
議
題
）

本
社
債
の
内
容
の
一
部
変
更
の
件

四

議
案
及
び
提
案
の
理
由

^

本
社
債
の
う
ち
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

に
償
還
期
限
が
到
来
し
た
社
債
金
五
千
四
十
万
円
の

う
ち
金
七
百
二
十
万
円
及
び
平
成
二
十
二
年
三
月
三

十
一
日
に
償
還
期
限
が
到
来
し
た
金
五
千
四
十
万
円

の
全
額
（
合
計
金
五
千
七
百
六
十
万
円
）
に
つ
い
て

履
行
遅
滞
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
履
行
遅
滞

の
状
態
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
事
業
計
画

に
合
わ
せ
た
償
還
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
更
す
る
た

め
、
遅
滞
し
て
い
る
金
五
千
七
百
六
十
万
円
と
平
成

二
十
三
年
か
ら
平
成
三
十
一
年
の
各
三
月
三
十
一
日

に
償
還
期
限
が
到
来
す
る
総
額
金
七
億
三
千
九
百
二

十
万
円
の
合
計
金
七
億
九
千
六
百
八
十
万
円
の
本
社

債
の
未
償
還
額
に
つ
き
、償
還
期
限
を
変
更
す
べ
く
、

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
降
の
本
社
債
の
各

償
還
日
に
お
け
る
償
還
金
額
を
次
の
と
お
り
変
更
す

る
。平

成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

金
一
千
六
百
八
十
万
円

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日金

二
千
百
六
十
万
円

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日金

二
千
百
六
十
万
円

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日金

二
千
百
六
十
万
円

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日金

二
千
百
六
十
万
円

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日金

二
千
百
六
十
万
円

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日金

二
千
百
六
十
万
円

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

金
二
千
百
六
十
万
円

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

金
六
億
二
千
八
百
八
十
万
円

_

上
記
^

の
変
更
及
び
本
社
債
発
行
後
の
会
社
法
の

制
定
に
伴
い
、
本
社
債
の
未
償
還
部
分
の
各
社
債
の

金
額
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

金
一
千
六
百
八
十
万
円
、
金
二
千
百
六
十
万
円
及

び
金
六
億
二
千
八
百
八
十
万
円

な
お
、
各
社
債
に
つ
き
無
記
名
式
の
社
債
券
を
発

行
す
る
。

`

当
社
の
収
支
状
況
に
鑑
み
、
本
社
債
の
利
率
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
（
全
国
銀
行
協
会
が
発
表
す
る
十
二

箇
月
物
の
東
京
日
本
円
銀
行
間
金
利
申
込
利
率
）
＋

一
・
二
％

但
し
、
Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
は
、
第
一
回
目
の

利
息
支
払
に
は
本
社
債
発
行
日
に
お
け
る
利
率
を
適

用
し
、
第
二
回
目
以
降
の
利
息
支
払
日
に
は
、
前
年

の
利
息
支
払
日
に
お
け
る
利
率
を
適
用
す
る
も
の
と

す
る
。

a

万
が
一
当
社
が
再
度
本
社
債
の
償
還
を
遅
滞
し
た

場
合
に
備
え
、
本
社
債
の
譲
渡
制
限
を
次
の
と
お
り

変
更
す
る
。

本
社
債
を
譲
渡
す
る
に
は
、
取
締
役
会
の
承
認
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
発
行
要
領
第
十
八

項
に
基
づ
き
、
当
社
が
、
本
社
債
全
額
に
つ
い
て
期

限
の
利
益
を
喪
失
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な

い
。

五

書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
の
期
限

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
四
日
午
後
五
時
ま
で

平
成
二
十
二
年
八
月
二
日

福
岡
県
み
や
ま
市
高
田
町
上
楠
田
一
五
一
九
番
地
二

株
式
会
社
福
岡
サ
ン
レ
イ
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

代
表
取
締
役

永
松

睦
雄

第
二
期
決
算
公
告

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

（
単
位
・
円
）

資
産
の
部

資
産
の
部
計

一
八
三
、
四
一
四

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部

負
債
の
部
計

六
七
三
、
〇
五
二

正
味
財
産
の
部
計

½

四
八
九
、
六
三
八

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部
計

一
八
三
、
四
一
四

平
成
二
十
二
年
八
月
二
日

鹿
児
島
市
西
田
二
丁
目
二
〇
番
八
号
二
階
Ｄ

一
般
社
団
法
人
鹿
児
島
県
損
害
保
険
代
理
業
協
会

代
表
理
事

酒
匂

康
男

配
当
公
告

富
山
市
婦
中
町
横
野
七
〇
番
地
の
八

破
産
者

株
式
会
社
メ
グ
・
テ
ク
ニ
カ

右
の
者
に
対
す
る
富
山
地
方
裁
判
所
平
成
二
十
一
年

（
フ
）第
三
〇
二
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う
の
で
、

次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
一
三
五
、
八
九
六
、
四
〇
四
円

（
内
優
先
債
権
額

金
五
一
、
一
〇
〇
円
）

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
二
四
、
二
三
六
、
四
五
二
円

（
内
優
先
債
権
額

金
五
一
、
一
〇
〇
円
）

平
成
二
十
二
年
八
月
二
日

富
山
市
千
石
町
二
丁
目
八
番
九
号

破
産
管
財
人

金
川

治
人

配
当
公
告

長
野
県
茅
野
市
金
沢
五
三
八
七
番
地
一

破
産
者

株
式
会
社
ミ
ク
ロ

右
の
者
に
対
す
る
長
野
地
方
裁
判
所
諏
訪
支
部
平
成
二

十
年
（
フ
）
第
九
〇
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う
の

で
、
次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

一
般
債
権

金
六
三
一
、
六
〇
九
、
九
八
二
円

優
先
債
権

金
一
六
、
一
二
三
、
七
六
八
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

一
般
債
権

金
一
八
、
〇
八
三
、
一
一
二
円

優
先
債
権

金
一
六
、
一
二
三
、
七
六
八
円

平
成
二
十
二
年
八
月
二
日

長
野
県
諏
訪
市
湖
岸
通
り
四
丁
目
九
番
一
一
号

破
産
管
財
人

齋
藤

泰
史

配
当
公
告

静
岡
県
富
士
市
依
田
橋
二
一
七
番
地
の
一

破
産
者

平
和
印
刷
株
式
会
社

右
の
者
に
対
す
る
静
岡
地
方
裁
判
所
平
成
二
十
一
年

（
フ
）第
八
一
六
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う
の
で
、

次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
四
八
九
、
一
八
七
、
八
四
五
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
三
七
、
五
六
一
、
三
六
四
円

平
成
二
十
二
年
八
月
二
日

静
岡
市
葵
区
八
千
代
町
二
四
番
地
九
佐
藤
園
や
ち

よ
び
る
二
階

破
産
管
財
人

洞
江

秀

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
群
馬
県
前
橋
市
天
川
大
島
町
二
丁
目
九
番
地

二
、
最
後
の
住
所
群
馬
県
伊
勢
崎
市
緑
町
六
番
一
号

ユ
ニ
ー
ブ
ル
伊
勢
崎
セ
ン
ト
ラ
ル
エ
ア
タ
ワ
ー
一
一

〇
四

被
相
続
人

亡

佐
藤

純
司

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
八
月
二
日

群
馬
県
渋
川
市
石
原
五
六
番
地
三

相
続
財
産
管
理
人

清
水

ß
晶

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
二
丁
目
五
一
三
番

地
、
最
後
の
住
所
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
二
丁
目

五
番
一
四
号

被
相
続
人

亡

加
藤

勇

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
八
月
二
日

事
務
所
東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
一
一
番
七

号
ま
す
美
ビ
ル
七
階
青
木
孝
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

西
村

浩
一

配
当
公
告

三
重
県
津
市
一
志
町
石
橋
二
六
四
番
地
、
開
始
時
の

住
所
三
重
県
松
阪
市
虹
が
丘
町
六
九
番
地
四

破
産
者

井
坂

ˆ
志

右
の
者
に
対
す
る
津
地
方
裁
判
所
松
阪
支
部
平
成
二
十

年
（
フ
）第
七
六
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う
の
で
、

次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
九
、
六
八
七
、
六
四
二
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
二
、
五
六
八
、
四
二
六
円

平
成
二
十
二
年
八
月
二
日

三
重
県
津
市
羽
所
町
三
四
五
番
地

津
駅
前
第
一

ビ
ル
六
階

破
産
管
財
人

薗

太

Ÿ™


		2010-08-01T14:48:33+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




